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研 究成果 の概 要(和 文):

4年 とい う研 究期間の 中で、 ジ ョー ジ ・ワシン トン大学ゲルマ ン ・ライ ブラ リ、ニ ュー

オー リンズ大学附属図書館 アル ・K・ロング ・ライブ ラ リ、ニ ュー ヨー ク ・パ ブ リック ・

ライ ブ ラ リ、モーガ ン ・ライブ ラ リな どを巡 り、多彩 な資料の発掘 に成功 した。 また ウェ

ブ ・サー ビス を使 用す るこ とによ り、研究資料 の迅速 なア クセスや成果公開 を達成 した。

さらに学会発表 、論文発表、 図書 出版 な どの手段 に よ り、研 究期間 内に多 くの研究成果 を

公表 し、一定の評価 を得た。

研究成果の概要(英 文)

In the four years, the research on this subject had been done in the  Gelman 
Library of the George Washington University, the Earl K. Long Library of 
University of New Orleans, the New York Public Library, and the Morgan Library 
in New York, and, therefore, they brought some fruitful successes. By using of 
the web service, quick inputs and outputs to the archives of the research were 
achieved. The results of the studies were exhibited in the presentation and the 

publication, and it is gaining not a few values.
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1.研 究開始当初の背景

本 研究 計 画に おい ては、 トウェイ ンが そ

の生 涯 の 中で絶 えず、 当時の ニ ューテ ク ノ

ロジー に 関心 を持 ち、 また 自身 の作 品 を ど

の よ うな形 態 で発表 す るか とい う、 「メデ

ィア」 に拘 って いた伝 記 的事実 を出発点、と

し、 彼 の作 品や その背 後 の世 界 観が いか に

「ニ ュー メデ ィア」 との繋 が りの 中で築 き

上 げ られ 、高 め られ たか とい う点 を明 らか

に す るつ も りで あ った 。 「ニ ュ ー メ デ ィ

ァ」 とい う視 点 か ら、 これ まであ ま り触 れ

られ るこ とが 少 なか った彼 の青年 期 の文学

作 品や、 老年 期 の手稿 な どを再 分析 す る こ

とが可 能で あ るはず であ り、 また 『ハ ック

ルベ リー フィ ンの 冒険』(1885)の よ うな

よ く知 られ た、 いわゆ る 「正典 」作 品 の意

味 を再度問 うこ とも可能 にな るはずであ る。

先行研究 としては、BruceMichelsonに

よる1干f拡 θ〆5刀 θ再1(2006)な どが挙 げ

られ るで あ ろ う。 だ が本 研 究 にお い て は

「ニ ュー メデ ィア」 とい う語 が意 味す る も

の を、必 ず しも印刷業 や 出版業 の 中に位 置

す る もの と して捉 え てい るわ けで はな く、

私生 活 で も電 イ言や電 話 な ど時代 の最先 端 テ

クノ ロジー に絶 えず 関心 を持 ち続 けた トウ

ェイ ンに 関わ る、表 現手 段 や 「媒体 」全 体

を指 し示 す もの と して規 定 したい。 従 って 、

彼 の好奇心 を惹 きつ け続 けた 「心 霊通 信 」

の よ うな神秘主 義 的な もの も研 究対 象 とし、

それ らが トウェイ ン文学 にお いて どの よ う

な意 味 を持つ の か とい う点、も論 考 しな けれ

ば いけ ない。 いず れ に して もこ う した観点、

か らの研 究 は国 内外 にお いて、 まだ十 分 に

行わ れ てお らず、本 計 画が 果 たす役割 は小

さ くな いはず で ある とい う観点 か ら研 究 計

画 を開始 した。

2.研 究 の目的

本研 究 の 目的 は、 四年 間 とい う時 間の 中

で、 トウェイ ンが 当時 にお け る新 しい メデ

ィ ア と どの よ うに具 体 的に 関わ り、 どの よ

うな ヴィジ ョンをそ こか ら得 た のか、 とい

う点、をで きるだ け明 らかに す る こ とであ る

が、 そ の前提条 件 として、 トウェイ ンの膨

大 な テ キス ト、 それ にまつわ る資 料、 批評

史、先 行研 究 な どを探 り、分 析す る必 要 が

あ った。 こ うした作 業 と並行 して、現 地 の

資 料収 集 や米 国研究 者達 との意 見交換 を経

て さ らに論 考 の基盤 を補 強 し、複 数 の視点

か ら見て も齪臨 が ない よ うな トウェイ ン論

を構築 す る とい うのが、 最終 的な 目的で あ

った。

また上記 の よ うな作業 過程 を経 る予 定 で

あ った ので、 トウェイ ン とニ ュー メデ ィア

との関係 を、少 な く とも以 下 の三 項 目に統

べ るか たちで、 期 間 内に明示 したい と考 え

た。

1.伝 記 的事実 にお ける トウ ェイ ン とニ ュ

ーメデ ィアの関係。

2.ト ウェイ ンが 産み 出 した文 学 テ キス ト

におけるニューメディアの描写。

3.ト ウェイ ン 自身 、 及び その 時代思想 に

おけるニューメディア発達 の位 置付 け。

な お先 に述 べ た とお り、 「ニ ュー メデ ィ

ア」 とい う語 は一≡義的 には 当時 にお いて 隆

盛 を誇 ってい た新 聞、 雑誌、 電イ言等 を指 し

示 す が、本 計 画 におい ては、 よ り広範 囲 に

電 話、 音声 記録 装 置、心 霊電 イ言な ども含 め

研究 を押 し進 めた。

結果 的 には、 上記 の三 項 目を中心 とした

研 究課 題 に対 し、十 分 なだ け の資 料 を蒐集

で き、 また それ を巡 る考察 がで きた。 その

意 味で 当初 の研 究 目的 のほ とん どは達 成 で

きた と考え られる。



3.研 究の方法

本研究の方法 としては、前段階 としてま

ず資料収集 とその解析期間を置き、その後

次の段階として、他研究者 との交流 による

情報収集、論文や 口頭発表に よる小幅な成

果発表などの過程 を辿 り、そ して最後の段

階 として、書籍(電 子化 も含む)の かたち

で成果の全体像を世に公表するとい う計画

を描いていた。特にインターネット・サーバ

運営な どによる研究の電子化は、アメリカ

への資料収集 出張と並ぶ本研究計画の 目玉

であ り、必要 となる資材を年度毎に順に買

い揃えて、研究体制を完成 させ ることを予

定 していたが、概ねその とお りに行えたと

考えている。

当初予定 していた研究方法のプロセスを

経ることにより、多 くの視点によって 自論

を鍛え上げ、欠け落ちる部分を補強、補完

して、よ り磐石な体制で研究成果を公表す

ることがで きると考えた。そ してその過程

自体も、電子配布やDTPな どの手段により、

従来 よりも短縮できるとい う見通 しも立て

られた。 コンピュータやネッ トワークによ

り援護されたこうした研究方法が、本研究

の独創 的な点 であ るが、 「ニ ューメディ

ァ」 とい う新 しい観点か らトウェイン文学

の読み直し、掘 り起 こしを狙 うとい う主題

そのものが最大の特色であることは間違い

ない。 「新 しい視点」 こそが、デジタル ・

ネ ットワーク時代の文学研究に新 しい局面

をもた らすものなのであ り、その意味では、

本研究計 画はその対 象(「 ニ ューメディ

ア」 と トウェイ ン文学)も 、その 目指す方

法 も(デ ジタル機器を用いた文学研究スタ

イル)、 ほぼ合致 してお り、 こうした観点

も最後まで貫 くことができた。

もちろんあ らゆる研究計画がそ うである

ように、 当初予想 していなかった困難 もあ

った。そもそも科研費に応募 した段階で

は、福井大学教育地域科学部に所属 して

いたのであるが、支援 を受 ける年度に近

畿大学文芸学部に移籍 し、異なった環境

での計画通 りの研究予定を達成するには、

それな りに厳 しいものがあった。同様に

アメ リカでの資料蒐集に も予想 を上回る

困難があった。 しか しながら、先に述べ

た通 り、できる限 り当初練 り上げた研究

方法 を維持 しつつ、柔軟にそうした局面

を打開 し、以下に述べ る成果に結びつけ

ることができた。

4.研 究成果

本 研究 の成 果 は、学 会 発表、 学 会誌論

文、 図書 出版 な どの かた ちで既 に公 開 さ

れ た もの とな った。 その うちの代表 的 な

もの は、下記に記 した とお りであ る。

研 究期 間 の 四年 間 でイ ンターネ ッ ト ・

サ ー ビス を巡 る状 況 はめ ま ぐる し く変化

し、 い わゆ る 「ク ラ ウ ド化 」 が急速 に進

ん だ こ とに よ り、 計 画 してい た 自前 のサ

ーバ 運営 が、 そ うしたサ ー ビス にあ らゆ

る面 で、 必ず し も優 って い る とは 言い難

い状 況 とな った。 よ り安価 に、 よ り安易

に、 あ らゆ る場所 と繋 が るSNSな どのイ

ン ター ネ ッ ト ・サ ー ビス の高度 な 発展 は、

予 想 を上回 る ものが あ った ものの、 しか

しなが ら、個 人 の研究 者 に よる 「研 究」

とい うもの の場合 は、 セ キ ュ リテ ィや情

報保 持 の確実 性 な どの観点 か ら、 自力 で

サ ー ビス を確 保す る ことに まだあ る程度

の利 便 性が あ るのは否 定 で きない。 それ

が確 認 で きた とい う意 味 で も、 「コ ン ピ

ュー タや ネ ッ トワー クに よ り援 護 され た

新 しい文 学研 究方 法」 を模 索す る とい う

本研 究計 画 の一側 面 は、十 分 な役割 を果

たせ た と考え られ る。



ま た ジ ョー ジ ・ワ シ ン トン大 学 ゲル マ

ン ・ライ ブラ リ、 ニ ューオ ー リンズ大学 附

属 図書館 アル ・K・ ロ ング ・ライブラ リ、

ル イ ジアナ州 立博 物館 、 ヒス トリック ・ニ

ューオ ー リンズ ・コ レクシ ョン、 ニ ュー ヨ

ー ク ・パ ブ リ ッ ク ・ライ ブ ラ リ、 モ ー ガ

ン ・ライ ブラ リな ど、 各地 で資 料蒐 集 を行

え た こ とは、 本 研 究 の主 題 で あ る 「マ ー

ク ・トウェイ ン文学 とニ ュー メデ ィア の関

連 につ いて の研究 」 につ いて の調査 を深 め

られ た のみ な らず、貴重 な資料 の掘 り起 こ

し とい う意 味で も、大 い に意 味が あ った。

例 えばアル ・K・ ロング ・ライブ ラ リにお

け る十九 世紀 の墓 地 の埋葬 記録 な どは、 な

か なか紹 介 され る こ との ない興 味深 い もの

で あ った。 こ うした研 究資 料蒐 集旅 行 な ど

で立 ち寄 った各研 究施 設 な どでの専 門家 の

助言 や質 問な ども、 大変 貴重 な もので あ り、

研究 を巡 るそ うしたす べ ての派 生物 を入 手

で きた の も、 本研 究計 画が 科学 研究 費 に よ

る助成 を受 け られたか らであ る。

この後は、 当初の研究計画通 り、DTPソ

フ ト操作 作業 な どに よ る、 いわ ゆ る 「デ ジ

タル ・パ ブ リッシ ング」 な どの手段 を用 い

て、 これ まで得 られ た全 研 究成 果 を図書 と

い うか た ちで世 に問 うつ も りであ るが、 そ

れ な りの評価 を得 るこ とが で き るはずで あ

る とい う予 測 が、 十分 に立 て られ る程度 ま

で は、 目標 とした個 々の事 柄 は達成 で きた

と考えてい る。
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